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良質のみかんを

　　　　めざして

　
市
街
地
か
ら
南
西
へ
団
七
！
ぽ
ど
行

く
と
、
標
高
三
百
四
十
一
・
八
∵
の
高

森
山
。
眼
下
に
す
ば
ら
し
い
景
色
が
広

が
る
。

　
昭
和
四
十
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
開
拓

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
、
こ
の
付
近
一
帯

も
農
用
地
と
し
て
造
成
。
市
内
の
農
家

が
み
か
ん
、
桑
な
ど
の
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
る
．
．

　
こ
の
中
に
、
み
か
ん
栽
培
農
家
の
後

継
者
と
し
て
、
奈
須
利
昭
さ
ん
を
リ
ー

ダ
ー
に
技
術
勉
強
に
励
ん
で
い
る
グ
ル

…
プ
〃
甘
煮
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
〃
の
若
者

た
ち
が
い
る
。
甘
く
て
お
い
し
い
日
向

み
か
ん
づ
く
り
．
を
　
　
・
と
つ
け
ら
れ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
グ
ル
ー
プ
名
だ
。

　
い
ま
、
市
内
の
み
か
ん
裁
培
面
積
は

百
四
十
二
・
九
跨
・
、
う
ち
七
十
・
九
L
．
一

が
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
の
栽
培
面

室
貝
》
〕
、
，
り
。

不
　
　
　
p
、

　
仲
間
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
育

て
た
み
か
ん
を
持
ち
寄
り
、
糖
度
や
酸

味
、
摘
果
時
期
、
施
肥
な
ど
、
み
か
ん
栽

培
の
基
礎
を
勉
強
し
合
う
。
「
お
い
し
い

み
か
ん
を
作
り
、
採
算
の
と
れ
る
経
営
、

乙
れ
が
一
番
の
目
標
で
す
」
と
［
［
々
に

話
し
て
く
れ
る
。
若
者
た
ち
の
明
る
い

笑
い
声
が
み
か
ん
園
に
こ
ゼ
ま
し
た
。
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十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
は
、

「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
一
や
「
年

末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
・
防
犯
運
動
」

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
運
動
が
糸
屑
ユ
．
・
れ

ま
す
。
そ
れ
ら
の
運
動
の
意
義
や
趣
旨

を
よ
く
理
解
し
、
私
た
ち
の
周
囲
か
ら

犯
罪
や
交
通
事
故
、
そ
し
て
火
災
な
ど

を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
道
路
交
通
法
が
七
年
ぶ
り

に
大
幅
改
正
さ
れ
十
二
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
道
路
交
通
法
を

正
し
く
守
っ
て
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
お
た
が
い
じ
も
ゆ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

口人

（11月1日現在）

57人増

45人増

100人増

33増

男　27，133入

女29，866人

計56，999人

世帯数

　　　16，610

●

・
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日

向
市
生
み
の
親

電
三
尾
良
次
郎
氏
逝

　
日
向
市
の
初
代
市
長
で
あ
る
従
四
位

勲
五
等
・
日
向
市
名
誉
市
民
・
故
三
尾

良
次
郎
殿
の
市
葬
は
十
一
月
十
一
日
正

午
か
ら
、
日
向
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

タ
ー
に
約
四
百
五
十
人
の
慶
び
と
が
出

席
し
て
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
王
冠
を
描
い
た
菊
の
花
，
そ
の
花
に

囲
ま
れ
た
祭
壇
の
中
央
に
は
大
き
な
遺

影
と
こ
遣
骨
、
ご
位
は
い
が
安
置
さ
れ
、

読
経
に
続
い
て
市
長
が
［
、
人
格
高
潔
に

し
て
富
貴
を
求
め
ず
、
慈
愛
に
満
ち
た

温
容
を
も
っ
て
、
教
育
者
と
し
て
、
政
治

家
と
し
て
、
き
ら
に
入
間
愛
に
燃
え
る

く

し
め
や
か
に
市
葬
行
わ

崇
高
な
精
神
を
も
’
・
て
、
社
会
福
祉
事

業
に
一
生
を
捧
げ
ら
れ
た
先
生
の
ご
逝

去
は
、
暗
夜
に
と
も
し
た
火
．
を
失
っ
た

思
い
で
す
…
…
私
た
ち
は
、
晒
、
）
た
す
ら

郷
土
を
愛
し
続
け
ら
れ
た
先
生
の
心
、

業
績
を
汚
す
こ
と
な
く
市
勢
の
発
展
に

ま
い
丸
し
ま
す
…
…
し
と
弔
文
を
読
み

上
げ
た
あ
と
、
日
向
市
議
会
議
長
、
市
軋

る

会
福
祉
協
議
会
会
長
、
県
知
事
、
県
議
会

議
長
な
ど
多
く
の
人
た
ち
が
弔
辞
を
述

べ
故
人
の
め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
，

　
ま
た
、
故
人
が
昭
和
四
十
六
年
八
月

一
細
島
港
は
歴
史
の
窓
口
」
と
題
し
て

講
演
し
た
と
き
の
録
音
が
会
場
に
流
れ

あ
ら
た
め
て
生
前
の
氏
の
こ
遺
徳
を
し

の
び
ま
し
た
。

生
前
に
数
多
く
の
功
績

　
三
尾
良
次
郎
氏
は
、
明
治
二
十
七
年
　
　
ま
れ
、
大
正
十
四
年
京
都
帝
国
大
学
院

五
月
二
十
八
日
、
市
内
大
字
富
高
に
生
　
　
を
卒
業
の
あ
と
は
教
育
者
と
し
て
満
州

教
育
専
門
学
校
教
授
（

台
北
高
等
学
校
教
授
趣

ど
を
歴
任
．
終
戦
に
よ

り
自
然
退
官
さ
れ
る

ま
で
の
二
十
年
聞
、
私

た
ち
の
国
の
将
来
を
担

う
若
い
子
弟
の
た
め
に

教
鞭
を
ふ
る
わ
れ
ま
し

た
，
ま
た
、
終
戦
直
後

の
昭
和
二
十
年
十
一
月

二
十
三
日
富
島
町
長
に

就
斤
π
．
、
　
購
戦
耐
火
や
ム
ロ
同
門
（
怯

ど
で
荒
れ
は
て
た
ま
ち

や
学
校
の
整
備
に
情
熱

を
そ
そ
y
、
　
、
と
く
に
次

代
を
担
う
青
少
年
の
教

育
．
の
場
で
あ
る
学
校
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
将
来
の
都
市
化
を
考
慮
し
て
、
小

学
校
を
大
字
別
の
四
校
に
分
離
独
立
き

せ
、
通
学
距
離
の
是
正
や
教
育
の
機
会

均
等
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
民
の
文
化
的
、
衛
生
的
生

活
の
向
上
を
め
ぎ
し
て
、
昭
和
二
十
三

年
六
月
に
は
上
水
道
施
設
工
事
に
着

手
、
旧
海
軍
の
浄
水
場
を
譲
り
受
け
て

整
備
拡
張
し
、
配
水
管
を
布
設
、
今
日

の
上
水
道
の
基
礎
を
築
か
れ
た
の
で

す
．
こ
の
ほ
か
昭
和
二
十
五
年
に
は
、

干
ば
つ
時
に
悩
む
水
田
の
解
消
と
、
そ

れ
に
伴
う
農
業
生
産
性
の
向
上
を
め
ぎ

し
、
耳
川
か
ら
延
長
十
一
・
五
百
に
も

及
ぶ
富
島
か
ん
が
い
用
水
路
事
業
の
難

工
事
を
施
行
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
ま
た
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
、
旧

富
島
町
と
旧
岩
脇
村
の
合
併
に
よ
り
日

．
向
市
制
を
施
行
、
初
代
の
市
長
に
就
任

き
れ
、
地
理
、
経
済
的
同
一
閣
内
に
あ
る

広
域
行
財
政
の
重
要
性
を
説
き
、
旧
児

湯
郡
美
々
津
町
と
昭
和
三
十
年
］
月
一

日
合
併
し
、
今
日
の
日
向
市
の
基
礎
を

築
か
れ
た
の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
合
併

後
の
行
財
政
格
差
の
是
正
の
た
め
美
々

津
簡
易
水
道
の
設
置
、
日
向
東
部
土
地

区
画
整
理
事
業
の
施
行
、
日
向
・
延
岡

新
産
業
都
市
の
前
身
で
あ
る
竹
島
臨
海

工
業
地
帯
の
造
成
な
ど
、
そ
の
先
駆
者

と
し
て
の
業
績
は
数
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
数
々
の
業
績
に
対
し
て
、

昭
和
三
十
九
年
十
二
月
「
．
日
向
市
名
誉

市
民
｝
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
永
年
調
停
委
員
と
し
て
の
表
彰
、

税
務
行
政
功
労
に
よ
る
表
彰
、
新
市
建

設
の
功
績
に
よ
る
表
彰
、
そ
し
て
昭
和

四
十
二
年
の
勲
五
等
旭
日
章
な
ど
数
多

く
の
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
四
年
に
刊
行
き
れ

た
「
．
．
黒
田
の
家
臣
物
語
」
は
、
幕
末
の

日
向
に
発
生
し
た
事
件
を
主
題
に
、
そ

の
背
後
と
な
っ
た
当
時
の
日
向
の
歴
史

に
ま
で
及
ぶ
労
作
で
、
す
．
ぐ
れ
た
郷
土

史
研
究
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
四

十
三
年
に
文
化
功
労
者
（
学
術
部
門
）

と
し
て
、
日
向
市
文
化
賞
を
受
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
　
ご
会
葬
お
礼

　
従
四
位
勲
五
等
・
日
向
市
名
誉
市

民
故
三
尾
良
次
郎
殿
の
市
葬
に
際
し

．
ま
し
て
は
、
ご
丁
重
な
る
ご
弔
辞
、

ご
香
料
を
賜
わ
り
、
ご
多
．
用
中
に
も

か
か
わ
り
．
ま
せ
ず
ご
会
葬
い
た
ゼ
㍉
・
・

あ
り
が
と
う
ご
y
．
、
い
ま
し
た
，

　
心
！
ぺ
∴
プ
礼
を
申
し
土
　
’
三
オ
．
、

葬
．
礒
委
．
、
長
・
日
向
甫
長
　
甲
斐
敦

●

●
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日
向
甫
細
島
臨
海
工
業
地
帯
の
細
島

第
三
区
に
、
家
畜
飼
料
メ
：
・
つ
：
・
科

学
飼
料
研
究
所
（
全
農
系
）
の
飼
料
工

場
が
進
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ほ

ど
県
庁
で
、
工
場
建
設
に
伴
う
県
と
同

社
の
協
定
書
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し

た
、
．
最
近
の
長
び
く
不
況
下
で
の
「
細

島
」
へ
の
進
出
は
、
第
四
区
進
出
で
四

十
九
年
十
二
月
、
覚
書
に
調
印
し
た
旭

化
成
と
東
洋
ゴ
ム
以
来
四
年
ぶ
り
。
細

科学飼料工場

の工場が進出目20番

らか操業は55年3月

島
臨
海
工
業
地
帯
へ
の
工
場
進
出
は
こ

れ
で
二
十
社
目
に
な
り
ま
す
。

　
科
学
飼
料
研
究
所
の
計
画
に
よ
り
ま

す
と
、
三
区
の
第
一
糖
業
わ
き
に
あ
る

県
有
地
約
三
万
八
千
平
方
堵
を
買
収
．
．

第
一
期
工
事
と
し
て
事
業
費
二
十
二
億

円
を
か
け
て
、
こ
と
し
十
二
月
か
ら
牛

や
豚
の
人
工
乳
飼
料
工
場
の
建
設
に
着

手
し
、
来
年
十
月
ま
で
に
工
場
棟
、
製

品
倉
庫
、
原
料
倉
庫
三
棟
あ
わ
せ
て
三

千
五
百
平
方
瞬
を
設
け
、
昭
和
五
十
五

年
三
月
か
ら
操
業
が
始
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
間
生
産
量
は
牛
用
四
千
㌧
、
法
用

八
千
㌧
あ
わ
せ
て
一
万
二
千
ト
、
．
、
売
り

上
げ
二
十
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
人
工
乳
飼
料
工
場
が
始
動
後
、
第
二

期
工
事
と
し
て
、
飼
料
添
加
物
の
プ
レ

ミ
ッ
ク
ス
飼
料
工
場
の
建
設
に
着
手
。

　
　
－
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
業

＼
み

　　　
、＼〉

　　工業港

，巴凛．q陰

科学飼料工場用地

旭
化
成
用
地

＋
五
日
円
を
か
ユ
、
工
場
棟
、
製
品
倉

車
、
京
王
倉
庫
あ
9
ぜ
て
三
棟
四
千
三

百
平
方
り
の
施
設
を
つ
く
り
、
第
二
期

分
で
は
年
間
七
千
㌧
を
生
産
し
、
三
十

六
億
円
の
売
り
上
げ
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
の
調
印
式
に
は
、
知
事
、

商
工
労
働
部
長
、
会
社
側
か
ら
有
田
常

務
取
締
役
、
立
会
人
と
し
て
県
議
会
議

長
、
日
向
市
長
な
ど
が
出
席
。
公
害
の

防
止
施
設
の
設
置
、
従
業
員
の
地
元
採

用
な
ど
を
盛
り
こ
ん
だ
協
定
書
に
調
印

き
れ
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
科
学
飼
料
研
究
所
は
全
農

が
七
割
、
残
り
三
割
を
製
薬
メ
ー
カ
ー

五
社
が
共
同
出
資
し
て
昭
和
四
十
二
年

二
月
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
資
本
金

一
億
円
で
従
業
員
数
百
二
十
人
。
本
社

は
東
京
に
あ
り
、
群
馬
県
高
崎
市
と
兵

庫
県
竜
野
市
に
工
場
が
建
設
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
ま
す
。
飼
料
の
原
料
と

東
洋
ゴ
ム
用
地

、
μ

．
ノ

　　／〆
　〆／∫
4ド

／
／

　
／

ぐ
な
る
．
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス

と
、
生
ま
れ
て
問
も
な

い
牛
、
豚
に
与
え
る
人

工
乳
飼
料
（
ミ
ル
ク
フ

ィ
ー
ド
）
が
主
な
製
品

で
、
と
く
に
プ
レ
ミ
ッ

ク
ス
は
わ
が
国
の
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
．
、

　
商
品
は
、
全
農
を
通

じ
て
全
国
に
出
荷
さ
れ

て
お
り
、
日
向
工
場
の

操
業
が
始
ま
る
と
同
工

場
は
九
州
、
四
国
、
中

国
、
近
畿
と
中
部
地
方

の
一
部
を
供
給
圏
と
し

て
か
か
え
る
二
と
に
な
り
ま
す
．
．

　
飼
料
工
場
の
進
出
．
浮
、
て
況
下
，
し
4

気
対
策
の
一
助
に
も
な
る
と
し
r
、
一
、
ご
、
、

が

舗
君奄

、隻

季｛簑

　　災

　　急

　　理

文
化
財
に
「
正
法
寺
日
誌
」

幕
末
か
ら
維
新
を
つ
づ
る

　
日
向
市
文
化
財
保
存
調
査
特
別
委
員

会
（
黒
木
秋
好
委
員
長
、
委
．
員
五
人
）

か
ら
「
指
定
文
化
財
に
認
定
す
べ
ぎ
、
・
ゼ
」

と
の
答
申
を
受
け
て
、
市
教
育
委
員
会

は
こ
の
ほ
ど
答
申
ど
お
り
．
、
市
内
塩
見

中
村
の
正
法
寺
（
細
川
正
宣
住
職
）
所

蔵
の
一
．
緊
．
金
山
正
法
寺
・
年
中
日
誌
　

を
市
文
化
財
に
指
定
す
る
二
と
に
決
め

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
四
十
二
年
文
化
財
保

護
条
例
が
で
き
て
か
ら
第
一
号
の
指
定

文
化
財
．
．
日
誌
は
明
治
十
五
年
、
五
十

五
歳
で
な
く
な
っ
た
第
十
五
代
住
職
、

細
川
宗
慶
さ
ん
が
西
南
戦
争
の
様
子
や

日
向
市
の
百
姓
二
揆
な
ど
を
く
わ
し
く

つ
づ
っ
た
も
の
。
日
誌
は
普
通
の
ノ
ー

ト
大
で
厚
さ
十
一
㌔
の
も
の
二
冊
か
ら

な
っ
て
お
り
、
同
住
職
が
三
十
五
歳
の

文
久
三
年
二
八
六
三
年
V
ご
ろ
か
ら

日
記
を
つ
け
始
め
た
ら
し
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
，

　
中
で
も
戊
辰
戦
争
（
明
治
元
年
）
に

よ
っ
て
農
民
は
物
価
高
に
悩
ま
さ
れ
、

年
貢
の
と
り
た
て
も
厳
し
く
各
地
で
一

揆
が
続
発
し
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て

い
る
ほ
か
、
明
治
二
年
八
月
十
九
日
付

の
日
誌
に
よ
り
ま
す
と
「
夜
、
人
形
芝

居
が
行
わ
れ
て
い
た
塩
見
村
に
、
富
高

新
町
か
ら
兵
隊
が
来
て
一
揆
の
扇
動
者

と
み
ら
れ
た
ら
し
く
、
八
人
を
逮
捕
。

怒
っ
た
農
民
た
ち
の
集
団
は
、
い
つ
の

ま
に
か
大
き
く
ふ
く
れ
あ
が
り
、
細
島

の
豪
商
や
町
役
人
の
家
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に

襲
い
、
焼
き
は
ら
っ
た
…
…
．
＝
一
の
と

玉
、
・
に
農
民
の
説
得
役
に
な
っ
た
の
が
宗

慶
さ
ん
で
、
こ
の
さ
ま
を
見
て
「
ま
こ

と
に
恐
し
き
こ
と
に
ご
ざ
候
．
　
と
記
さ

れ
て
あ
り
ま
す
．
、

　
正
法
寺
日
誌
は
、
こ
う
し
た
幕
末
か

ら
維
新
に
か
け
て
の
一
地
方
の
生
活
が

あ
か
ら
さ
ま
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
教

育
委
員
会
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
や

保
存
庫
の
製
作
な
ど
を
計
画
、
こ
ん
ご

一、

ﾊ
の
入
た
ち
に
〃
コ
ピ
！
日
誌
”
を

公
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

響
潔
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将
来
の
豊
か
な

町
づ
く
り
め
ざ
し

雛
　
は
じ
め
に

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
も
〔
、
と
・
も
身
近
か

な
行
政
．
…
…
そ
れ
は
日
向
市
政
．
で
す
。

二
の
市
政
の
裏
づ
け
と
も
な
っ
て
い
る

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
き
れ
て

い
る
か
、
納
め
ら
れ
た
税
金
の
ゆ
く
え

口
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
市
の
借
金
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
な
ど
市
の
財
政

の
事
情
を
年
二
回
、
わ
か
り
や
す
く
公

表
し
て
い
ま
す
。

今
同
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
決
算
と

昭
和
五
十
三
年
度
予
算
の
九
月
補
正
ま

で
の
状
況
を
ご
説
明
し
、
き
ら
に
ご
ん

こ
の
市
政
に
つ
い
て
い
っ
そ
う
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

か
っ
て
な
い
大
型
決
算

一
般
・
特
別
会
計
と
も
黒
字

　
昭
和
四
十
八
年
度
ま
で
の
高
楼
．
経
済

成
長
時
代
が
終
り
、
よ
う
や
く
立
ち
な

お
り
が
見
ら
れ
は
じ
め
た
や
さ
き
、
こ

ん
ど
は
円
高
を
原
因
と
し
た
不
況
に
見

舞
わ
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
不
安
と

と
も
に
市
の
財
政
も
窮
状
に
黄
こ
2
「
、
れ

山
ζ
し
た
．
、

　
二
の
た
の
匿
．
げ
P
公
共
事
∴
（
’
恕
＋
．
．
．
漏
に

煽
目
ヴ
？
レ
内
申
而
の
稀
∵
天
ル
5
ゆ
｝
「
㍑
一
9
ハ
」
u
刀
、

一
次
、
二
次
と
予
算
の
補
正
が
行
わ
れ

き
舎
レ
お
」
。

　
市
も
こ
れ
ら
国
の
補
正
に
あ
わ
せ
各

般
の
事
業
を
実
施
し
た
た
め
、
か
っ
て

な
い
大
型
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
は
国
の
補
助
．
金
や
市
債

（
市
の
砦
金
ζ
4
2
財
　
じ
日
置
が
な
き
れ

た
た
y
、
一
心
△
計
孔
ぷ
、
㌧
特
別
会
計
と

も
赤
字
を
ま
ぬ
が
れ
、
　
一
般
’
、
．
一
計
で
＝
．
｛

千
九
万
円
、
特
別
会
計
の
合
計
で
八
千

九
百
二
十
八
万
円
の
黒
字
決
算
を
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
昭
和
五
十
二
年
唆
の
一
般
会
計
は
五
・

千
九
万
七
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。
前
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
年

度
の
途
中
で
各
種
事
業
の
補
正
が
な
き

れ
た
た
め
、
当
初
予
算
に
く
ら
べ
て
歳

入
で
約
十
八
億
二
千
七
十
七
万
円
、
三

十
二
・
三
響
・
も
増
加
し
ま
し
た
。

　
い
つ
ぼ
う
歳
出
ゆ
十
七
億
七
千
六
十

七
万
円
で
三
十
一
・
四
拶
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
前
年
度
と
比
較
し
た
の
が
第

一
表
∂
通
り
で
、
歳
入
で
十
四
∵
四
千

二
百
四
十
三
τ
、
4
円
、
　
駅
出
で
∴
1
三
r
一
・
二

千
七
言
九
十
七
万
円
〔
粕
祠
と
な
b
・
臥

し
た
。

△
歳

ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
か

入
7

　
で
は
次
に
五
十
二
年
度
決
算
の
う
ち

歳
入
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
沖
、
し
ま

の

し
ょ
う
。

〆

（単位千lIj）決算表第1表

転比分昭和51年度　昭和52年一度区

1．4424566．010319　7．452775

1，3979746004，704　7402678

額
　
　
額

総
　
　
．
念

、

．
坂

44482500975．615｝差引きqア
ノ浅

52年度の決算

　
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
で
は
、
筑
・

二
表
に
示
す
よ
う
に
市
税
・
地
方
交
付

税
国
庫
支
出
金
、
市
債
で
全
体
の
約
九

十
響
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
昭

和
五
十
一
年
要
と
比
較
す
る
と
市
債
が

三
十
七
・
四
二
も
増
え
て
い
る
こ
と
が

お
わ
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
市
が
行
う
事
業
資
金
と
し
て
借
り

入
れ
を
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
市
債
に
つ
い
て
は
あ
と
で
く
わ

し
く
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
歳
入
金
の
自
主

財
源
（
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
お
金
）

ほ
市
税
、
分
担
金
負
担
金
、
使
用
料
手

数
料
、
財
産
収
入
、
寄
附
金
、
繰
入
金
、

繰
越
金
、
諸
収
入
で
二
十
五
億
二
百
八

十
二
万
千
円
で
歳
入
総
額
の
三
十
三
・

六
響
。
残
り
六
十
六
・
四
響
が
依
存
財

源
と
し
て
県
や
国
な
ど
か
ら
交
付
き

れ
た
り
、
管
、
入
れ
た
も
の
と
な
h
ま

す
。
昭
和
五
十
一
年
魔
は
自
主
財
源
は

三
十
六
・
三
新
、
依
存
財
源
が
六
十
三
・

七
響
で
す
か
ら
、
五
十
二
年
度
の
歳
入

は
五
十
一
年
奮
こ
り
悪
七
し
’
、
い
る
二

丁
ニ
ニ
へ
｝
　
　
」
、
r
．
．

　
よ
く
＝
二
，
r
こ
．
｝
と
い
う
こ
と
を
聞

き
之
す
が
、
こ
れ
は
瓜
入
の
う
ち
の
自

●

O
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7，452，775　100P1　1

諸

　934，600i15．6：

＿＿＿＿＿＿一
6，010．319；100D旨

智

計合入

市
　
塾

主
財
源
の
割
合
を
い
一
，
、
た
ミ
」
の
で
、
日

向
而
・
は
財
政
上
だ
け
一
二
．
」
う
な
ら
ば

一
三
割
三
分
自
治
、
一
と
い
え
亡
、
ず

　
自
主
財
源
の
構
成
比
が
高
く
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
財
政
的
に
は
安
定
し
て
い
る

わ
け
で
す
。

　
ま
た
歳
入
は
一
般
財
源
と
特
定
財
源

に
分
け
る
こ
と
が
で
｝
、
・
ま
す
。

　
一
般
財
源
と
は
、
歳
出
の
ど
れ
に
充

当
し
よ
う
と
自
由
な
も
の
で
、
例
え
ば

市
税
、
地
方
交
付
税
、
財
産
収
入
な
ど

で
す
。
い
っ
ぽ
う
特
定
財
源
と
は
、
い

わ
ゆ
る
ヒ
モ
つ
き
財
源
の
こ
と
を
い
い

国
月
遅
出
金
、
県
営
出
金
、
市
債
な
ど

を
い
い
ま
す
。

　
特
定
財
源
で
す
か
ら
、
歳
出
に
必
ず

あ
る
目
的
が
伴
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
五
十
一
年
度
に
比
較
し
て

最
も
大
き
く
ふ
え
た
国
庫
支
出
金
は
、

五
十
二
年
度
に
行
っ
た
、
学
校
建
設
事

業
，
都
市
計
画
事
業
、
農
地
事
業
な
ど

が
多
か
っ
た
た
め
で
す
。
つ
ぎ
に
大
き

い
の
が
市
税
で
市
民
の
み
な
き
ん
の
ご

協
力
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

△
歳

出
▽

　
つ
ぎ
に
歳
出
の
中
で
最
も
多
い
の
が

第
二
表
で
示
す
よ
う
に
民
生
費
で
す
。

民
生
費
は
い
う
ま
で
も
な
く
生
活
保
護

費
を
は
じ
め
、
老
人
医
療
費
な
ど
の
老

人
福
祉
費
、
保
育
所
な
ど
の
児
童
保
護

費
が
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
二
十
響
前
後

の
増
額
を
き
た
し
て
お
り
、
こ
ん
ご
竜

福
祉
の
充
実
に
よ
り
増
え
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
土
木
費
、
教
育
費
が
多
い
費

目
で
あ
り
ま
す
が
、
土
木
費
．
に
つ
、
、
．
て

ほ
道
路
、
橋
の
新
設
改
良
、
維
痔
補
修

を
、
，
じ
一
ノ
、
記
畢
U
　
”
画
事
チ
で
’
P
填
ヂ
｝
「
試

共
下
水
道
事
業
、
大
王
谷
運
動
公
園
事

業
、
曽
根
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
が

そ
の
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
き
ら
に
教
育
費
叫
．
び
、
馬
脳
屋
東
小
学

校
新
設
事
業
、
美
々
津
小
ぞ
校
尾
内
隼
、

育
館
を
は
じ
め
小
中
学
校
の
整
備
費
、

財
光
寺
南
小
学
校
用
地
費
な
ど
が
五
十

一
年
度
に
比
較
し
て
増
額
し
て
い
ま

す
。
ま
た
諸
支
出
金
が
五
十
一
年
唆
．
に

く
ら
べ
て
大
き
く
減
少
し
て
い
7
）

は
、
五
十
一
年
度
に
日
知
屋
東
小
学
校

用
地
と
塩
田
の
公
営
住
宅
用
地
を
諸
子

出
金
で
購
入
し
た
た
め
で
す
。

　
以
上
は
歳
出
を
目
的
別
に
分
げ
て
説

明
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
同
じ
歳
出

を
性
質
別
に
分
け
て
前
年
度
と
比
較
し

た
も
の
が
第
三
表
と
な
り
ま
す
。

∴
綴
∴
　
灘

昭和52年度一般会計性質別状況
第3表

．51．愛

昌

昌べ

些

・・…52・・簗

3，e36，5し　1　506　　3，648．892　493

1，579，735

生、21⊃9，282

　249，484

26，3

20．ユ

42

1，888，548

L432．23こ1

　328．夏14

25．5

194

4．4

区

費

ノリ

那

費

我

＼
　
長
　
、
公

2，175，458　362

2、e61，丁87
34．3

　　22，094　 0．4

　　9L577　L5

2，836，077　383

2、696，652

　　29，244

　UO、181

36．4

0．4

　15

投資a〕経費

普通建設レ災費

災害復i事婁費

入業対策事業費

　
こ
の
表
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
前

年
宴
に
比
較
し
て
最
・
も
鳥
目
ハ
」
が
大
・
．
．
・
い

∴
二
投
資
的
二
丁
て
三
∴
－
・
難
・
三
ザ
ド

び
を
示
し
て
い
ま
す
、
．

　
こ
れ
は
最
初
に
ふ
れ
ま
し
た
よ
う
に

景
気
浮
揚
を
目
的
と
し
た
公
共
事
業
の

推
進
と
い
う
国
の
施
策
を
受
け
て
、
ま

た
市
民
の
み
な
き
ん
の
ご
要
望
に
よ
っ

て
行
っ
た
事
業
が
多
額
に
達
し
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。

　
ま
た
義
務
的
経
費
の
構
成
費
が
五
十

一
年
度
に
く
ら
べ
て
一
・
三
欝
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
総
額
の
約
半

分
を
占
め
、
な
か
で
も
公
債
費
（
借
り
入

れ
金
の
返
済
）
の
増
加
傾
向
が
こ
ん
ご

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
他
の
行
政
費
の
う
ち
物
件
費
の

増
は
日
知
屋
東
小
の
開
校
な
ど
に
伴
う

も
の
な
ど
で
す
。

126，964　16．1

55，115

11，6e2

　1β95

　　714

59．855

164

21．6

10．0．

．L．190

21．1．

1．573　102

917，709

391，491

　65β71

　17，139

　　　774

343．581

　82，400

　16，953

皇24

53．

09旨

02

4．7

U

O2

その他の行政罰

物　　F　　二

二　糊目・芒　費

積　　エ　　金

投資茨び∴資金

　　げ、　費　等

貸　　㌔　　金

島　　．一．　　金

790，745　132

336β76 h・6

53，769

　19，Q34

　　　60

283，726

82，400

　15，380

0．9

03

4．7

14

0．3

，397，974　2336，DO4，704　：100．O．　7，402，678　ユ00D詐
’

＝
へ
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市
税
の
納
付
は

［
人
当
り
三
万
六
千
九
百
円

　
市
税
の
総
額
二
十
一
片
偲
四
百
山
ハ
十
六

万
五
千
円
を
各
税
目
ご
と
に
、
昭
和
五

十
一
年
度
と
比
較
し
た
の
が
第
四
表
で

す
．
こ
の
表
で
お
わ
か
り
．
の
よ
う
に
、

市
税
の
大
部
分
は
市
民
税
と
固
定
資
産

税
と
な
｛
．
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
税
目
ご
と
の
伸
一
、
）
率
は
一
位

が
た
ば
こ
消
費
税
で
、
こ
れ
は
税
率
の

変
更
や
販
売
価
格
の
引
、
さ
あ
げ
に
よ
る

…
、
の
で
す
。

　
つ
ぎ
に
市
民
税
、
単
二
資
産
税
、
宿
気

税
の
伸
び
が
若
干
み
う
け
ら
れ
ま
す
．
．

　
ま
た
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
市
税
総

額
を
十
月
一
日
現
在
の
世
帯
数
、
人
［

で
割
r
、
’
、
平
均
す
る
と
一
世
帯
当
り
．
＋

二
万
六
千
九
百
六
十
三
円
（
前
年
度
よ

．
し
一
万
七
千
二
百
六
十
三
円
増
）
、
市

民
一
人
当
り
三
万
六
千
九
百
八
十
九
円

（
前
年
度
よ
り
．
五
千
二
百
八
十
九
円
増
）

を
納
付
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
．
．

五
つ
の
特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
行
政
目
的
を

お
し
す
す
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
会

計
で
、
日
向
市
で
は
公
営
住
宅
事
．
．
．
、

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
干
、
東
部
第

二
土
地
区
画
整
理
事
業
、
曽
根
土
地
区

画
整
理
亨
へ
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の

三
つ
が
二
り
ま
ず
＾
．

　
公
営
住
宅
事
不
特
明
ノ
ム
計
は
、
玩
設

r
ケ
、

．
仔

市税の状況第4表

・
子

ツ9

11

　．〕．r
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　L4

58　二I

lll．胃

7．→97
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r
卦

ロ
、

　［．1＝ヨE筍
．

　　52　　手．2

　711．．；54　3－8

1．62．9S1－5

　　22．3、I　　l．I

　l　つ．2ごi．；　　弓5

　1　　∠ llj　　5．1

　　　　27

　　21．1一5　　1．

　　　2

2．1｝4．菌65　11．

，
㏄
迅
紀
P
蘇
9
1
U

　
　
一
「
」

・｛i5F・童

553．2⊃3

952．21．⊇

　22．4F7

11671賊

　ど．｝2．1メ

　　　　　1

　19．・・ご8

　　　24！

753414

．
．
、

a
，
．
∴
「
い

の
公
営
住
宅
の
家
賃
収
入
に
よ
っ
て
住

宅
の
管
理
と
新
し
く
住
宅
を
建
設
す
る

会
計
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
土
地
区
画
整
理
事
弟
は
、
区
域
内
の

保
留
地
を
処
分
し
、
そ
れ
を
財
源
に
宅

地
や
道
路
を
造
成
す
る
会
計
を
い
う
よ

う
に
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
、
そ
こ

か
ら
生
じ
る
歳
入
金
で
ま
か
な
わ
れ
る

も
の
を
い
い
ま
す
．
．

　
特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
第
五
表
の

と
お
り
で
、
歳
入
決
箆
合
計
十
五
億
七

千
五
百
七
十
五
万
五
千
円
、
歳
出
決
算

合
計
額
十
四
億
八
千
六
百
四
十
六
万
バ

千
田
目
叫
」
差
丁
し
引
㍉
く
二
へ
千
九
プ
日
一
　
十
「
へ
で
弓

九
千
円
一
」
「
∵
…
立
決
卜
．
と
な
’
二
、
い
書

す
。

市債は総額45億円

一人当り借金…7万9千円

市
町
村
が
行
う
各

種
の
事
業
に
は
国

や
県
の
補
助
金
の

つ
く
事
業
が
あ
b
．

ま
す
．
．
補
助
金
は

一
定
の
基
準
単
価

の
三
分
の
二
、
二

分
の
一
、
三
分
の

一
、
四
分
の
一
と

い
う
よ
う
に
事
業

費
の
一
部
し
か
み

・
つ
れ
ま
せ
ん
．
．

残
り
の
分
は
市
税

な
ど
一
般
財
源
が

充
当
き
れ
ま
す
＝

ま
た
補
助
金
の
な

い
事
業
も
た
く
き

ん
あ
り
ま
す
し
、

た
と
え
補
助
金
が

　
つ
い
て
も
実
際
の
事
業
費
は
補
助
の

基
撃
単
価
を
上
月
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
　
こ
れ
ら
の
一
般
財
源
は
市
税
や
地
方

交
付
税
（
国
が
都
道
府
県
や
市
町
村
の

財
矧
漂
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
♪
、
9
　
調
門
敷
歩
3
る
た

　
め
に
交
付
す
る
も
の
）
で
は
、
と
う
て

　
い
ま
か
な
い
き
れ
な
い
の
で
、
い
わ
ゆ

　
る
借
金
す
．
る
こ
と
に
な
b
ま
す
．
．

　
歳
入
で
は
「
市
債
」
が
借
金
を
し
た
額

で
す
し
、
こ
の
借
金
を
返
す
の
が
歳
出

⊇
，
公
債
費
し
と
な
っ
て
毎
年
の
予
算
に

計
上
き
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
市
債
は
、
そ
れ
ぞ
れ

R
的
が
な
P
．
㌧
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
．
、
ど
ん

な
事
業
に
階
り
入
れ
を
し
た
か
、
ど
こ

か
ら
借
り
入
れ
を
し
て
い
る
か
、
ま
た

そ
の
額
は
い
く
ら
あ
る
の
か
を
表
し
た

の
が
つ
ぎ
の
第
五
の
円
グ
ラ
フ
で
す
。

●

第5表

　区

　　　　裳

昭和52年度特別会計決算状況（単位千円、％）

　　ラ｝　　　151年度昭祖52年度　比　　鮫　f申　率

、江等、τ

　　　　り脇

　　F　，．↓・

　，＜．

i，　　更

　　一iL二世、〉く

　　垣．事㌢、

鼠人
　・h

・二引

歳人
鼠出

　引

　人、

引

A

．．鴻

κ引

347．051378．262

341．709376．696

　5．342

25．172

17．350

　7．822

76．3621蓋1．336

72．450　1　03．207

3．912　　　　8．129

＿・三丁丁ミ　ち4八、　956．2681．017P　73

ぺ・
�ﾆ　．へ．：、　830．758　942．455

　　　　　　ざ、　125．51〔〕　 74．618

　　　　　　，ノ殴　　1．404．853　1．575，755

　　　　　　出　　1．262267　1．486．466

　　　　　　引　　 142586　　　89．289

　　　　　31．21　1　　　9．0

　　　　　3，4．987　10．2

　1．566　　∴3．776＿二70．7

22．825　　　22．825　、ヤ増

22、441　　22、441　　〃

　　384　　　 384　　〃

46．259　 21．087ε　838

41．667　 24．317140．2

　4．592　　＿L3．2　30二．41．3

　　　　　34．974　 45．8

　　　　　30．757　　42．5

　　　　　　4．21　7　107．8

　　　　　　60．805　　6．4

　　　　　111．697　13．4

　　　　　．二．50．892L二40．5、

　　　　　170．9〔〕2　　122

　　　　　224」99　 17．8

　　　　　二53、297　　』．37．4

　
は
じ
め
の
円
グ
ラ
フ
は
目
的
別
借
入

状
況
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
市
債
の
累

計
縫
額
は
四
十
五
億
四
千
三
百
六
十
万

円
で
、
小
中
学
校
整
備
事
業
が
全
体
の

三
十
欝
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
日
知
屋
東
小
学
校
、
財
光
寺

南
小
学
校
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
二
つ
の
学
校

建
設
を
行
な
い
、
こ
れ
ら
新
殼
校
の
用

地
購
入
、
校
舎
建
設
、
．
フ
ー
ル
新
設
な

ど
で
多
額
の
借
り
入
れ
を
行
い
ま
し
た

が
、
ま
だ
こ
ん
こ
も
体
育
館
の
建
設
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
え

続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
多
．
い
の
が
道
路
や
橋
、
都
市

彗
画
事
業
な
ど
の
一
般
事
業
、
公
営
住

宅
事
業
と
つ
づ
い
て
歳
入
不
足
対
東
と

な
り
ま
す
が
、
耳
な
れ
な
い
か
た
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
最
近
の
不
況
に
よ
〔
．
て
地
方

財
政
が
悪
化
し
た
た
め
国
が
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
に
応
じ
た
融
資
を
し
て
、
そ

の
返
還
金
の
一
部
を
国
が
援
助
す
．
る
も

．
の
で
す
’
。

　
つ
ぎ
に
第
二
の
グ
ラ
フ
は
借
り
入
れ

完
別
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

全
休
の
五
十
八
・
六
欝
は
政
府
資
金
で
、

つ
い
で
市
中
銀
行
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

最
近
は
政
府
資
金
は
そ
の
出
資
が
少
な

く
な
り
、
市
中
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ

が
多
く
へ
ま
．
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
総
額
四
十
五
億
四
千
三
百

六
十
万
円
の
借
金
は
市
民
一
人
当
り
の

額
に
な
お
し
ま
ず
と
、
七
万
九
千
八
百

五
十
四
円
、
一
世
帯
当
り
二
十
七
万
九

十
一
円
に
も
な
り
、
や
は
り
こ
ん
こ
の

　
　
・
＼
、
烈
　
く
　
　
丁
．
渥
　
匡
．
せ
∴
「
烈
一
り

と
二
ろ
で
す
。

●

■

昭和53年11月号

第6表の1目的別借入状況

小中蛛B。＼

㌶6罪

子の他

州
宏

隅
．噺

総

／歳入＼

不足封

一恩ご凱ノ＝門

一
公営〆主宅建言i

畢主宅建設己5憧4360万霞

　　　事美
‘奪遊万巫萱直りようなど

　’3．∵’，，／　　一般事業

＼　　　　　　’2燈8，εア4万円

　　　　　　　28，4㌧，ノ

第6表の2借入先別状況

O

学
校
整
備
な
ど
追
加

総
額
七
十
八
億
四
千
万
円

53年度予算

こ
れ
ま
で
ご
説
明
し
た
の
は
、
昭
和
　
了
し
た
い
わ
ゆ
る
決
算
の
内
容
で
し
た

五
十
二
年
度
予
算
の
執
行
が
す
べ
て
終
　
　
が
、
つ
ぎ
に
現
在
執
行
き
れ
て
い
る
昭

和
五
十
三
年
度
の
予

卸
は
ど
の
よ
う
な
内

容
に
な
っ
て
い
る
の

か
一
そ
の
概
要
を
ご

説
明
い
た
し
ま
す
．
。

　
五
月
現
在
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
　
一
応

こ
の
紙
面
の
五
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
九
月

市
議
会
で
補
正
を
行

い
、
そ
の
結
果
つ
ぎ

の
通
り
．
と
な
り
ま
し

た
．
．

一
般
会
計

　
一
般
会
計
の
補
正
額
は
三
億
二
百
三

十
一
万
五
千
円
で
、
こ
の
結
果
一
般
会

計
士
算
総
額
は
七
十
八
億
四
千
四
百
三

十
一
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
．
、

　
こ
の
補
正
つ
主
な
も
の
は
、

・
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
事
業
（
細
島
地

区
）
負
担
金
．
二
百
五
万
円

・
日
向
地
区
斉
場
東
郷
霊
苑
建
設
事
．
．
．
ボ

（
火
葬
場
イ
．
－
三
千
九
百
六
十
七
万
円

・
秋
留
地
区
ほ
場
整
備
事
」
．
木
　
四
千
五

百
四
十
五
万
円

・
曲
疑
｝
遣
整
陛
隔
事
業
i
卍
T
八
百
轟
一
十
万
…
円

⊥
父
通
安
全
施
設
整
備
事
業
　
四
百
万

円・
赤
岩
中
野
線
改
良
事
業
u
七
百
九
十

万
円

・
汐
田
橋
架
替
工
事
・
二
百
八
十
一
万

円・
港
湾
事
業
負
担
金
　
三
千
二
百
八
十

九
万
円

・
曽
根
土
地
区
画
整
理
事
業
．
・
千
五
百

．
力
円

・
亀
崎
土
地
区
画
整
理
事
覇
、
爪
　
千
七
百

九
十
九
万
円

・
比
良
土
地
区
画
整
理
事
賜
　
二
千
八

百
五
万
円

・
都
市
下
水
路
事
業
，
千
五
百
万
円

・
消
防
今
一
所
設
補
助
金
噛
二
百
万
円

．
日
知
屋
東
小
新
眼
事
　
　
匹
千
二
百

五
十
四
万
円

・
日
知
屋
小
学
校
改
築
事
業
・
五
百
五

十
二
万
円

・
各
小
学
校
整
難
事
　
、
不
九
百
八
十
万

円・
各
中
学
校
整
舖
事
業
．
五
百
五
十
万

円・
自
治
公
民
館
建
設
補
助
金
　
百
四
十

万
円

∴
切
り
、
津
運
動
広
場
整
備
事
業
　
冠
百

万
円

　
こ
れ
ら
の
主
な
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
の
事
業
費
の
決
定
に
伴
う
も
の
や
、
補

助
金
の
決
定
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
こ

の
ほ
か
工
事
は
五
十
三
年
度
に
実
施
す

る
が
、
支
払
い
は
五
十
四
年
度
．
の
予
．
昇

で
行
う
方
法
（
債
務
負
担
行
為
）
で
つ
ぎ

の
事
薪
、
爪
が
決
定
き
れ
て
い
ま
す
．
．

」・

s
市
下
水
路
事
堂
　
九
千
万
円

・
大
王
谷
公
園
事
業
．
一
億
八
千
万
円

・
小
會
ナ
浜
地
区
公
園
事
・
．
、
、
　
一
億
．
円

広報日向7

大
王
谷
運
動
公
園

、
・群d晦、

甑
中
　
原
　
忌

日
知
屋
東
小

財
光
寺
仙
ケ
崎
通
線

櫛
の
山
公
園

美
々
津
小
体
育
館
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（車位干円，％）
出歳

昭和53年度一般会計予算

紛（単位刊．

第7表

歳入
区　　　　　分

　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　辛

又�ij算

薩一

ｬ
比

哺、L額

一　　　一　　　一　　　　　　　　一

@塁。n・算1成

構
比
l
l

Pく

　一
ｪ
　
1

購一，

　　　　　　　卜柾奄�草ｬ・三二額，現。トゴ・算

@　　　　　　旨

噸
膜
比

市 税12216562294 54，567 2，271，12929DI議
←一

上こ 責l114，6〔〕4116 1200 115β04 15

地方譲与税
73233T

一
73，233 0911

紀’ ひ益 ピセ1712，543194 22，915 735，458 94

自動弔取得税効色　1 45，680 06
一

45，680 06
民 主 貴　2ρ12，2501267 11，736 2ρ23986 253

地方交付税 1，250．000166 司1，250，000 159 衛 宝 費1479，737 64 52ρ42 531，779 68

交通を卸r策糊交f掩　1 8ρ00 0ユ 3β07 11，507 0ユ 労 働 費　　111，6411 15 2，074 113715

i
1
5

分胆金融ひ負担金 115，019 15 24ρ69 139，088 18 農林水産業費 492ユ61 651 434671 535β281681

使用料及び手数料 18，520 02 746 19266 03
ノ
づ

＿L 費　　158，385 2ユ 2，345 160，730 201

1国庫支出金
2，394，656 317 21，877 2416，533 308

土 木 黄11β89，133 184 152，181 1，541，314 　1P961

1県支　出金
254，396 34 14ρ38 268434 34 ，自 防 費1256」87 34 7，326 264，113 341

財産　収入
44，826 06

『　1
44，826 06 教 育 費　1，329，551 176 6，729 iβ36，認0 170｛

寄　　附　　金 158
一

104 262
一 炎害復旧費 4

　 一
4

一

1繰　　入　　金 2
一 一

2
一 公 債 費1446，077 59

一
446，σ77 57

一繰　　越　　金 1
一

50，095 50，096 06

諸支 出 金　　　34，127 041 300 34，427
041

讃　　収　　入 140，941 19 36ユ13 i77ρ54 23 予 備 費　　　5．000 01

一
5ρ00

OII

市　　　　債 980，006 130 97，199 1ρ77，205 137 1

歳入　合　計 7．542ρ00 10001 302315 7β44β15 000 歳 出 合計17，542，000 1000 302．31 7．844β15 100「

・
コ
胃
、
r
卜
」
尋
一
二
三
、
　
一
　
三
二
」
三
F

万
円

・
財
光
寺
仙
ケ
崎
通
線
次
細
事
、
未
－
五

千
万
円

・
曽
根
」
⊥
地
区
画
整
理
事
業
　
四
千
五

百
万
円

　
こ
の
六
つ
の
事
業
は
、
い
ず
れ
も
蝉

期
完
成
が
望
ま
し
い
か
、
国
の
財
政
の

都
合
て
五
十
四
年
度
に
補
助
金
を
交
付

霧
　
む
　
す
　
び

　
引
き
つ
づ
く
不
況
に
、
い
ま
国
は
公

共
事
業
を
強
く
推
進
し
、
国
内
需
要
∂

高
揚
を
は
か
る
措
置
を
続
け
て
い
ま
す

か
、
国
自
身
の
財
政
か
悪
化
し
て
い
る

た
め
、
こ
れ
ら
公
共
事
業
の
財
源
は
岡

債
の
増
発
、
つ
ま
り
借
金
に
よ
っ
て
措

置
さ
れ
、
こ
ん
こ
予
想
さ
れ
る
こ
れ
ら

の
返
済
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
、
す
て
に
こ
承
知
の
と
お
う

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書

　
当
市
の
財
政
も
や
は
り
国
と
同
様
、
、

ま
き
に
借
金
財
政
て
あ
り
、
け
っ
し
て

ナ
征
＝
7
ノ
乏
丁
、
ご
．
♪
一
一
　
ノ
で
一

　
な
お
昭
和
五
↓
三
年
唆
四
現
若
の
予

算
額
と
五
十
二
年
咳
決
算
額
を
比
肩
す

る
と
絶
而
て
四
．
隠
四
丁
百
・
ハ
十
＝
．
乃
ヒ

T
円
、
三
六
姻
伯
の
舶
用
〉
こ
、
5
つ
♂
、
い
ゆ
謀
非
ヲ
。

し
か
し
、
二
ん
こ
＋
二
月
補
π
、
三

月
補
正
か
二
相
」
・
Ψ
・
・
れ
ま
す
の
て
、
モ
ゼ

現
詔
予
算
は
増
減
変
化
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

豊
か
な
状
態
て
は
あ
う
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
で
も
節
減
す
へ
き
と
こ
ろ

は
節
減
し
、
て
き
う
る
限
り
市
民
の
み

な
き
ん
の
こ
要
望
に
こ
た
え
た
い
と
努

勾
し
て
い
ま
す
の
て
、
こ
ん
こ
と
も
よ

、
い
っ
そ
う
の
こ
協
力
を
お
願
h
、
た

し
ま
す
。

　
最
後
に
任
二
回
、
こ
の
財
政
事
旨
を

公
表
し
て
い
ま
す
か
、
細
心
の
注
音
は

し
て
い
る
も
の
の
、
例
え
ば
専
門
用
沼

．
か
多
い
と
か
、
見
に
く
い
と
い
う
こ
壱

見
か
あ
う
ま
し
た
ら
、
こ
遠
寺
な
く
お

寄
せ
く
た
さ
い
。

　
て
き
る
だ
け
身
近
か
な
白
書
と
し
て

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．
、

　
▼

ジ

飼

4

，

明
日
を
に
な
う

若
者
を
育
て
よ
う

　
↑
一
月
三
「
全
国
占
用
托
健
全
育
腹

強
調
目
間
」
r
、
す
。

こ
の
目
間
行
事
は
、
こ
と
し
訟
ら
新
し

く
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
て
す
か
、
非
行

防
・
比
ん
三
里
占
い
テ
ー
マ
に
、
総
而
埋
　
付
と
社

団
法
人
看
少
年
育
成
国
民
会
議
が
申
心

と
な
っ
て
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
．

　
次
代
を
担
う
青
少
年
を
健
全
二
宜

て
る
こ
と
は
、
社
会
の
一
員
て
あ
る
私

た
ち
一
人
・
、
）
と
、
に
と
つ
’
、
、
大
き
（
．

課
題
の
八
）
と
っ
て
す
が
、
そ
の
一
庁

て
、
非
行
が
年
り
、
ふ
え
て
、
る
の
か
現

実
て
す
。

　
牧
．
祭
白
書
に
よ
、
ま
す
と
、
昨
年
」

年
間
こ
刑
法
犯
げ
、
補
導
山
・
㌔
れ
た
少
托
よ

全
国
て
約
十
二
万
人
に
も
の
モ
エ
、
h

る
の
て
す
。
こ
れ
は
前
年
に
く
ら
へ
る

と
三
千
六
百
人
も
増
え
て
い
る
勘
定
こ

な
う
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
青
少
年
の
非
行
を
防
く

に
は
、
現
場
の
補
導
と
い
っ
た
直
接
的

な
非
行
防
止
対
策
の
拡
充
よ
も
ち
ろ
ん

’
、
す
か
、
一
方
て
は
家
庭
を
は
し
る
、

職
場
や
地
域
社
会
な
と
あ
ら
♪
る
生
活

の
場
を
通
し
て
、
自
・
y
心
や
社
会
的
，
．
一

帯
．
呪
、
を
身
に
つ
す
山
．
・
評
、
［
る
こ
と
子
」
汰
！

て
す
。

　
ア
ご
つ
，
し
｝
」
趣
巳
日
の
子
」
》
」
ド
」
、
　
日
ω
鰍
圓
由
丁

に
よ
、
青
三
等
の
社
会
参
加
実
践
舌
動

か
各
種
広
∫
ら
れ
ま
す
。

　
こ
家
庭
て
、
こ
の
機
会
に
子
こ
も
刀

高
倉
台
或
に
つ
、
1
、
、
、
づ
、
一
｝
考
＝

て
な
｝
ヌ
し
．
？
つ
。

●

●
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新
華
言
者
の
み
な
さ
ん
へ

式
典
案
内
と
感
想
文
募
集

　
市
は
来
春
一
月
十
五
日
（
或
人
の
日
）

に
、
新
し
く
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
る
青

任
を
祝
h
励
ま
す
「
成
人
式
典
」
を
行

い
ま
す
。
そ
こ
て
、
つ
ぎ
の
要
領
て
式

典
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
て
多
数
申

し
込
ま
れ
る
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

フ
該
当
す
る
人
U
昭
和
三
十
三
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
三
↑
四
年
四
月
一
日
ま

て
に
生
ま
れ
た
ひ
た

▽
申
し
込
み
方
法
－
郵
便
、
電
話
て
も

一
－
承
前
一

　
前
回
て
述
へ
ま
し
た
よ
う
に
、
占
代

｝
社
会
を
支
え
た
律
令
制
度
は
、
政
府
か

　
人
ぺ
）
と
に
土
地
を
与
え
る
と
h
う
土
地

一
政
策
（
公
地
主
義
－
口
分
田
）
に
そ
の

層
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

　
の
口
分
田
に
か
か
っ
て
く
る
車
税
に
耐

一
え
か
ね
て
、
土
地
を
放
棄
し
て
逃
亡
す

躍
る
人
び
と
か
多
く
な
り
ま
し

魯
た
。
暖
民
身
分
の
人
た
ち
も
、

爾
お
な
じ
よ
う
に
逃
げ
出
し
た
の

一
て
す
。

一
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
人
び
と
が
放
棄

　
し
た
土
地
を
集
め
、
さ
ら
に
土
地
の
二

一

〆
進
を
受
3
て
、
豪
族
や
大
寺
院
は
、
そ

皿
の
私
有
地
を
と
ん
と
ん
広
げ
て
行
き
ま

し
た
。
い
わ
ゆ
る
荘
園
と
い
う
も
の
て

…
す
。
h
っ
ぽ
う
、
口
分
田
か
ら
逃
げ
出

し
た
人
ひ
と
ま
荘
園
の
中
に
逃
ザ
こ
ん

｝
て
、
生
き
て
・
く
た
カ
の
仕
事
に
従
事

け
っ
こ
う
で
す
か
ら
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
勤
務
先
、
世
帯
主
氏
名
と

電
話
番
号
（
自
宅
ま
た
ぽ
勤
務
先
）
を

こ
理
点
く
た
・
｝
、
へ
。

▽
申
し
込
み
期
限
　
十
二
月
二
十
日

▽
申
し
込
み
先
一
本
町
十
一
番
十
一
号

市
教
育
委
員
会
社
会
教
倉
課
（
鍵
②
二

一
一
一
内
線
四
三
五
）

　
な
お
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
か
た
に

は
、
は
か
き
て
式
典
案
内
状
を
き
し
あ

、
’
亘
・
　
当
日
；
式
場
て
記
A
，
」
品
な
二

・
も
お
渡
し
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
教
育
委
員
会
と
市
選
挙
管

理
委
員
会
は
、
新
成
人
者
を
対
象
に
つ

ぎ
の
と
お
う
感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

▽
内
容
と
表
題
　
［
成
人
の
日
」
を
迎
え

新
成
人
者
ま
た
は
社
会
人
と
し
て
、
と

く
に
地
万
頃
［
治
や
国
政
へ
の
参
加
に
つ

h
て
、
自
分
か
経
験
し
た
こ
と
や
考
え

た
、
，
感
じ
た
り
し
た
こ
と
。
表
題
は
、

ワ
て
の
山
囚
U
容
厚
一
↓
の
つ
み
」
・
ハ
尋
ご
わ
・
し
、
3
」
の

に
す
る
こ
と
。

▽
原
稿
枚
数
　
四
百
字
つ
カ
の
原
稿
用

祇
八
枚
以
内

▽
感
募
資
格
　
昭
和
一
．
一
長
三
任
四
月
二

謄
。
　
　
、
　
ヒ
巳
　
　
　
、
馳
馳
　
　
　
馳
亀
、
　
、
o
o
　
　
　
睡
1
　
　
、
o
巳
　
こ
　
、
馳
。
、
　
　
、
聰
亀
、
　
、
1
髄
　
、
　
、
三
三
こ
　
　
，
』

あ
ヲ
づ
O
γ
〕
》
ζ
一
へ
与
，
）
ナ
へ
’
し
み
信
。

　
こ
の
よ
う
に
土
地
政
策
か
く
ず
れ
る

と
、
そ
の
土
地
政
策
そ
の
も
の
に
基
盤

を
置
い
た
律
令
制
岐
・
も
朋
壊
し
ま
す

し
、
そ
の
律
令
制
の
・
も
と
に
作
ら
れ
た

暖
民
と
い
う
身
分
制
も
必
然
的
に
解
体

す
る
こ
と
に
な
づ
ま
し
た
。
つ
ま
、
、

平
安
時
代
も
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
土
地

同
和
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う

の
国
有
制
か
、
荘
園
に
よ
る
土
地
私
有

制
へ
移
り
変
わ
り
、
律
令
制
が
く
ず
れ

て
し
ま
っ
て
、
国
家
権
力
に
よ
る
正
式

な
身
分
と
し
て
の
暖
民
制
鹿
も
完
全
に

な
く
な
っ
て
し
ま
h
ま
し
た
そ
し
て
、

こ
れ
以
来
十
七
世
紀
に
、
そ
の
と
き
の

稚
力
者
に
よ
っ
て
、
新
し
く
瞳
民
身
分

か
r
、
き
る
ま
て
、
ノ
、
一
的
な
制
唆
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

の
暖
民
、
な
い
し
賎
民
階
級
〉
ぺ
．
？
⊃
「

の
は
あ
り
ま
せ
ん
て
し
た
。
　
　
　
　
…

し
か
し
、
荘
園
そ
の
も
9
・
、
そ
ム

を
私
有
す
る
豪
族
や
大
寺
院
な
と
が
、
　
…

そ
の
中
て
働
く
入
び
と
か
ら
、
徹
底
的
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
片
取
す
る
機
構
て
あ
っ
た
こ
と
こ
は
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
違
い
あ
う
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
一

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
し
た
か
・
て
、
・
の
中
2
部
豊
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
を
の
ぞ
い
て
、
大
部
分
の
人
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
は
、
や
は
り
貧
民
と
し
て
…

妾
別
を
な
く
す
た
め
〒
　
星
盾
冷
余
昏
乱
－
さ
れ
・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
）
、
領
主
て
あ
る
京
畿
の
豪
族
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
入
寺
院
な
ど
の
も
と
て
、
清
掃
、
土
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
、
運
搬
、
警
備
な
と
の
雑
役
や
手
工
業
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
佳
事
に
た
ず
き
わ
、
ま
し
た
．
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ほ
か
・
都
や
荘
園
の
周
囲
に
ミ
皿

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

痩
�
に
定
着
・
な
い
て
浮
浪
・
芳
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雑
芸
能
を
行
っ
た
、
す
る
人
た
ち
も
あ
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
っ
讐
し
セ
、
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

日
か
ら
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
系
て

に
生
ま
れ
た
人
て
、
日
向
市
の
成
人
式

典
に
参
加
き
れ
る
か
た

▽
原
稿
締
め
切
う
－
十
二
月
二
↓
日

▽
提
出
先
一
社
会
教
育
課

▽
選
考
口
応
募
作
品
の
中
か
ら
三
編
を

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
か
ら
市
内
財
光

寺
字
大
原
に
開
校
予
定
の
小
学
校
名
か

　
　
　
　
　
　
「
財
光
寺
南
小
学
校
」

11番目の小学校

「財光寺南小」に決定
「「

一

に
決
ま
、
ま
し
た

応
募
き
れ
た
は
か
き

は
九
十
五
通
、
う
ち

「「

煬
�
專
�
v
か
圧

倒
的
に
多
く
「
財
光

寺
南
小
学
校
」
と
決

ま
っ
た
も
の
て
す
。

な
お
、
採
用
さ
れ
た

・
も
の
の
中
か
ら
抽
選

の
結
果
、
市
内
財
光

与
丁
二
四
の
二
番

地
、
・
田
本
マ
ス
「
寸
㊤
，
」

恥

屈

　
鷺

　
9
5晶葺

建設中の財光寺南小学校

選
一
、
）
、
曳
入
式
典
当
日
に
二
緬
（
男
な
）

を
発
表
し
ま
す
。
な
お
、
選
ば
れ
た
三

編
に
は
記
念
品
か
贈
ら
れ
ま
す
．

▽
で
雰
上
の
注
音
u
原
稿
用
紙
の
末
尾

に
住
所
、
氏
名
、
陸
別
、
生
年
月
日
と

勤
務
先
を
記
載
し
て
く
ぜ
ひ
．
へ
．

吻

答辞π順硝℃ず

献6ト戯』〆灘

ん
に
記
念
品
か
贈
ら
れ
ま
ナ
　
た
く
さ

ん
の
こ
応
募
あ
・
り
か
と
う
こ
y
、
へ
ま

し
た
。

　
財
光
寺
南
小
学
校
ま
、
敷
地
面
積
二

力
六
f
T
平
方
、
、
総
工
吉
田
ニ
僖
ヒ
エ
ー
八

百
七
十
二
万
五
千
円
て
三
階
建
（
鉄
筋

コ
ノ
ク
リ
ー
ト
造
う
）
の
校
舎
三
棟
を

建
訊
耐
。
立
外
年
の
㎝
春
に
は
十
八
誉
†
級
、
　
六

百
ニ
ト
四
入
の
よ
、
子
た
ち
か
新
し
h

教
室
て
勉
強
す
る
こ
と
に
な
・
）
ま
す
。

あ
て
名
は
完
全
に

　
来
年
の
年
賀
は
か
き
も
売
り
出
・
さ
れ

て
、
い
よ
い
よ
年
末
任
始
の
あ
い
山
、
」
つ

状
の
ノ
…
ズ
ノ
。

　
郵
便
を
出
す
と
き
は
、
住
所
を
く
わ

し
く
書
く
よ
う
心
か
け
て
く
ゼ
き
い
．

た
と
え
ば
「
町
名
」
　
「
番
地
［
「
○
○

与
一
ま
て
記
入
し
、
団
地
は
団
地
名
の

ほ
か
「
何
棟
何
号
」
ま
て
く
わ
し
く
記

入
・
し
’
」
ノ
＼
一
5
ご
h
。

　
あ
て
名
を
正
し
く
書
い
て
h
な
い
と

配
，
建
で
斗
・
・
ず
、
差
し
出
し
人
に
お
返
し

す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う

こ
と
の
な
、
よ
う
〃
あ
て
名
の
「
兀
多
生

き
、
〃
こ
こ
辛
力
く
ゼ
き
h
　
三
更
舌
「
♂

も
え
」
し
れ
な
く
．
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広報日向

笑いと拍手の連続

回日向市老人スポーツ大会は10月26日、小雨の

るお倉ケ浜運動公園に約1000人が参加して開かれ

ました。この大会はおとしよりがスポーツを通じ

　て健康の保持と生きがいを高め、市民のわとし

　　よりに対する思いやりと理解を深めることな

　　　どを目的に行われたもの。50〃綴争からタ

　　　　イヤころがし、おじやみいれ、パン食い

＼　　　　競争など10種目の競技に会場は笑いと、

　　　　　拍手の連続でした。

3
降

三

野
ま
お

　　

@
0

＼
語

ノ駕穆購錯∴
　　　　　ンズクラブなどから寄贈をうけた7白い

　　　　ボストニを、市内4カ所に設置しました．

　　　自いポストは、不良図書や悪書から青少年を

　　守るため50年度から市内に設置しているもので

　す。白いポストについて、まだまだ市民の関心は

　うすく、中には郵便ポストとまちがえる人もいるほ

ど．悪書：追放に「凹いポスト＝を利用してくゼさい、

昭和53年11月号

　　　これは何でしょう

は何ゼかわかりますか？実は魚礁。つまり魚が

りやすくするためのいわば魚のアパートみた

もの。この魚礁は、細島と美々津沖合の水

翅に投入するもので、数は23基。1基の

さは高さ7胡、底辺8〃2、奥行き5班

㌧の台形です。県内では川南町沖合

入されており、マダイや二べ、ア

どの水揚げも増え、今回の魚礁

に漁業関係者も大きな期待

せています。

〆
世界記録を更新

これはf

集まり・

いなも（

深50〃～i

大きさ；

で23㌧こ

に投入：

ジなどこ

投入に～

を寄ぜ

㊧
新幹線1

として、灘鞍糊墾．燈
カーの速度向上テストが、11月10日行わ

れ、自己のもつ鉄道の世界最高記録を10。キ

上回る347。キをマークしました。この日は、

宮崎市で開かれたリニア国際ゼミナーの一行

（米、西独、英国なごの科学者を含む〉も実験を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ視察。制卸室からは浮上の瞬間を見ようと備え付け

の望遠鏡をのぞきこんでいました、　　　　　　〆　’

3
回
目
の
溶
歳
児
検
診

　
　
　
　
1

会
場
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
市
は
つ
ぎ
の
日
程
で
「
二
歳
六
ヵ
月

児
健
康
診
査
」
を
行
い
ま
す
，
こ
の
診

査
は
こ
ん
ど
で
三
同
目
で
す
が
、
も
れ

な
く
受
診
き
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
し

ま
す
．
．

▽
日
時
、
，
十
二
月
二
十
日
（
く
弓
）
、
竿

後
一
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
．
、

▽
場
所
　
日
向
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
春
原
町
一
丁
目
、
保
健
所
西
側
）

▽
該
当
す
る
幼
児
・
昭
和
五
十
二
年
四

月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
六
弓
三
十

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

　
こ
の
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
運
動
機
能
、
視
聴
覚
な
ど
の

障
害
や
精
神
発
達
の
お
く
れ
な
ど
を
早

く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
適
切
な
指

導
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
障
害

の
進
行
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
｝
・
・
ま

す
、
．
ま
た
、
生
活
習
慣
の
自
r
．
、
む
し

歯
の
予
防
、
栄
養
そ
の
他
育
児
に
つ
い

て
の
総
合
的
な
棺
談
を
行
い
、
健
康
な

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
指

導
、
助
二
．
．
口
を
す
る
も
の
で
す
．

12

獅
W
日
に
人
権
相
談

　
十
二
月
八
日
（
金
曜
日
）
の
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
続
句
市
勤
労
．

青
少
年
ホ
ー
ム
で
人
権
相
談
が
行
わ
れ

ま
す
．
、
こ
の
機
会
に
、
人
権
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
ど
う
ぞ
。

●

●

昭和53年11月号広報日向目

　
自
動
車
に
［
．
，
車
検
」
が
あ
る
よ
う
に
、

小
型
船
に
は
〃
船
検
〃
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
機
関
の
故
障
な
ど
に
よ
る

海
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
整
備
状
況

　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
安
全
性
を

ミ船検．を受けましょう

海難事故を防ぐために

チ
エ
ツ
ク
す
る
も

の
で
、
昭
和
四
十

九
任
、
か
ら
実
施
き

れ
て
き
ま
し
た
．
、

　
こ
の
〃
船
検
”

の
対
象
に
、
こ
と

し
の
八
月
十
五
日

か
ら
、
新
た
に
つ

ぎ
の
二
つ
が
加
わ

り
ま
し
た
。

〔
小
型
漁
船
〕

　
海
岸
か
ら
十
ニ

カ
イ
リ
を
こ
え
て

操
業
す
る
総
㌧
数
二
十
ト
ン
未
満
の
動
力

漁
嶺
。
こ
の
う
ち
、
十
ニ
カ
イ
リ
以
上

．
二
十
カ
イ
リ
以
内
で
操
業
す
る
漁
船

は
、
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
〃
船
検
〃

の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
二
十
カ
イ
リ

を
こ
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

▽ヤ》＝誼》飛飛チヤ．4

こ
と
し
の
八
月
十
五
日
か
ら
検
査
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
検
査
の
期
限
は
、
船
の
大
き

さ
や
操
業
海
域
、
船
の
建
造
日
な
ど
に

よ
っ
て
、
そ
れ
デ
て
れ
ち
が
い
ま
す
．
．

　
〔
ヨ
ッ
ト
〕

　
長
さ
十
二
済
未
満
の
ヨ
ッ
ト
の
う

ち
、
エ
ン
ジ
ン
の
つ
い
て
い
る
3
u
の
お

よ
州
e
エ
ン
ジ
ン
の
へ
幽
い
3
U
の
で
、
海
岸

か
ら
二
＋
カ
イ
リ
冷
費
え
る
海
域
を
航

行
す
る
ヨ
ッ
ト
で
す
．
．

　
検
査
は
、
こ
と
し
八
月
十
五
日
以
降

建
造
に
着
手
す
る
船
は
直
ち
に
、
八
月

十
四
日
以
前
に
建
造
き
れ
た
も
の
は
、

つ
ぎ
の
期
間
中
に
受
け
て
く
ゼ
き
い
。

▽
船
の
長
き
が
八
　
以
上
の
も
の
・
五

十
三
年
八
月
十
五
日
～
五
十
四
年
三
月

三
十
一
日

「
．
船
の
長
聾
、
・
が
八
㍑
．
末
満
．
の
も
．
の
　
五

十
三
年
八
月
十
五
日
～
五
十
五
年
三
月

三
十
一
日

目
な
お
、
無
検
査
で
使
用
す
る
な
ど
規

則
に
違
反
す
る
と
、
処
罰
き
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
ゼ
き
い
。

　
　
　
〔
問
題
〕

㈹
は
諮
鷺
編
灘
翻
鍛
欝

　
　
定
し
た
場
○
に
設
け
る
．
．

イ
▽
右
の
⊃
に
は
ど
ん
な
文
字
が
あ
て
は

ク　
　
ま
り
ま
す
か
？
　
答
え
を
は
が
き
に
書

、
り

ば
い
，
、
、
本
町
＋
番
五
号
、
市
選
挙
管
理

白
委
員
会
あ
て
、
＋
二
月
＋
日
峯
、
に
お
出

　
　
し
く
ゼ
さ
い
、
．

　
　
　
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
三

　
　
人
の
か
た
に
祀
念
品
を
き
し
あ
げ
ま

　
検
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
ば
、

商
工
水
産
課
（
憲
＠
二
一
一
一
内
線
二

一．

齠
�
j
ま
た
憶
各
　
漁
協
へ
ど
一
り
デ
て
、
．

畜
犬
登
録
と
予
防
注
射

　
市
は
十
月
二
日
か
ら
二
十
日
目
で
、

各
地
区
を
巡
回
し
て
「
，
畜
犬
登
録
・
狂

犬
病
予
防
注
射
」
を
行
い
ま
し
た
が
、

撃
録
戸
数
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
の
で

つ
ぎ
の
と
お
り
・
追
加
登
録
を
実
施
し

ま
す
。

▽
十
二
月
四
日
　
美
々
津
支
所
（
午
前

九
時
か
ら
正
午
ま
で
）
と
南
日
向
駅
前

（
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
）

▽
十
二
月
五
日
　
細
島
支
所
（
午
前
九

時
か
ら
正
午
ま
で
）
と
市
役
所
（
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で
）

　
な
お
、
畜
犬
は
毎
年
一
回
の
登
録
と

二
回
の
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
、

法
律
に
よ
り
罰
金
．
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
ゼ

心
鳩
」
い
【
．　

灘
　
熱

丁
一
松
本
茂
子
（
永
江
町
一
丁
目
）
2
2
歳
一

難
半
勲
鰭
矩
訂
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洗

　
　
リ
ー
ズ

シ
ん

き

ん

－
．
　
唱

（11）

　
　
　
　
ね

　
前
号
ま
で
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
た
条
件
に
よ
り
、
六

十
五
歳
以
上
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
者

に
な
っ
た
と
｝
、
・
、
ま
た
母
子
家
庭
に
な

っ
た
と
き
な
ど
に
支
給
き
れ
る
拠
出
年

金
に
つ
い
て
紹
介
し
て
｝
・
ま
し
た
が
、

国
民
年
金
に
は
、
こ
の
ほ
か
無
拠
出
年

金
と
し
て
福
祉
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
民
年
金
制
度
が
始
ま
一
．

た
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
に
、
（
！
五

十
歳
を
こ
え
た
人
、
（
・
す
で
に
障
Ψ
，
者

や
母
子
家
庭
に
な
r
．
て
い
る
人
に
対
し

て
保
険
料
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
全
額

国
の
負
担
に
よ
り
年
金
を
支
給
し
よ
う

と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
．
、

　
そ
の
ほ
か
、
福
祉
年
金
に
は
拠
出
年

金
を
補
う
も
の
と
し
て
支
給
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
．
。

老
齢
福
祉
年
金

　
老
齢
福
祉
印
金
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

と
き
に
受
け
ら
れ
ま
す
．
。

r
4
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
が
七
十
歳
に
な
っ
た
と
｝
・
、
，

た
だ
し
、
日
常
に
著
し
い
制
限
を
う
け

る
程
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
六
十
五
歳

か
・
．
つ
、
渉
訟
」
六
十
五
出
戸
に
へ
怯
つ
た
後
は
、

こ
の
よ
う
な
障
害
の
状
態
に
な
’
・
た
と

㌧
．
－
と
な
り
ま
す
。

ヨ
大
正
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除

壱
、
・
れ
た
期
間
の
合
計
が
、
つ
ぎ
の
表
の

期
間
を
満
た
せ
ば
（
↓
と
同
様
に
受
け
ら

れ
ま
す
。謙

塵

障
害
福
祉
年
金

　
障
害
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
る
の
は

？
の
場
合
で
す
。

丁
国
民
年
金
の
加
入
資
格
が
で
き
る
二

十
戒
以
前
に
障
害
者
と
な
り
．
、
年
齢
が

二
十
歳
に
達
し
た
と
き
。

［
・
・
．
国
民
年
金
制
度
．
が
で
改
、
・
た
昭
和
三
十

六
年
四
月
一
日
以
前
に
、
す
で
に
障
害

者
に
な
っ
て
い
た
人
。
ま
た
は
国
民
年

金
に
加
入
が
で
き
な
か
っ
た
年
齢
層
の

人
で
障
害
者
と
な
っ
た
入
。

3
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て
障
害
年

金
に
は
該
当
し
な
い
が
、
つ
ぎ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
．
冒

ア
）
瞭
疾
認
定
日
の
前
日
ま
で
引
き
続
く

加
入
期
限
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。

⑦
保
険
料
免
除
期
間
を
除
い
た
加
入
期

間
が
五
年
以
上
あ
り
、
そ
の
う
ち
保
険

料
を
納
め
た
期
聞
が
、
三
分
の
二
以
上

あ
る
こ
と
。
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新
た
に
「
成
人
保
険
」

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
「
成
人
保
険
」

を
新
し
く
設
け
ま
し
た
。
こ
の
保
険
は

い
つ
で
も
加
入
で
き
、
二
十
二
歳
ま
た

は
二
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に
保
険
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
加
入
が

早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
月
々
の
負
担
が
少

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
契
約
者
に
も
し
も
の
こ
と
が

あ
っ
た
と
き
、
そ
の
後
の
保
険
料
の
支

払
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
満
期
時

に
は
約
束
ど
お
り
の
保
険
金
が
支
払
わ

れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
日
向
郵
便
局
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

水
産
研
修
生
を
募
集

　
県
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
高
等
水

産
研
修
生
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

▽
募
集
定
員

・
漁
業
科
（
船
長
コ
ー
ス
）
「
十
人

・
機
関
科
（
機
関
長
コ
ー
ス
）
・
十
人

・
車
．
攻
科
（
塞
殖
コ
・
．
ニ
ハ
）
　
三
長

▽
修
業
年
隈
　
い
ず
れ
毛
丁
｛
年

▽
出
願
手
続
・
．
願
書
は
郵
券
同
封
の
う

え
、
日
南
市
油
津
西
町
五
八
八
の
六
、

宮
崎
県
高
等
水
産
研
修
所
、
〒
八
八
九

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
締
め
切
り
門
「
昭
和
五
十
四
年
二
月
二

十
日
（
到
着
）

▽
選
考
期
日
1
1
三
月
一
日

▽
選
考
場
所
一
延
岡
市
と
日
南
市

▽
選
考
方
法
u
身
体
検
査
、
面
接
試
験
、

学
科
試
験
（
国
語
・
数
学
・
作
文
な
ど
）

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
商
工

水
産
課
（
麓
②
一
二
一
一
内
線
二
三
二
）

ま
た
は
高
等
水
産
研
修
所
（
麓
〇
九
八

七
二
ー
ニ
ー
二
っ
五
八
）
へ
お
た
ず
ね

く
ゼ
さ
い
。

年
末
資
金
は

　
早
め
に
申
し
込
み
を

　
国
民
金
融
公
庫
の
年
末
資
金
は
、
毎

年
年
末
ぎ
り
ぎ
り
に
申
し
込
み
が
集
中

し
て
、
必
要
な
時
期
に
借
入
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
商
品
仕
入
資

金
、
ボ
ー
ナ
ス
資
金
、
決
済
資
金
な
ど

年
末
資
金
の
必
要
な
か
た
は
早
め
に
お

申
し
込
み
く
ゼ
さ
い
。
な
お
、
融
資
条

件
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▽
申
込
限
度
額
『
去
千
二
百
万
円

▽
返
済
期
間
円
運
転
資
金
は
五
年
以
内

設
備
期
間
は
七
年
以
内

▽
利
率
一
1
年
七
・
一
口

▽
保
証
人
等
・
－
保
証
人
ま
た
は
担
保
が

必
要
で
す
。

　
こ
の
ぽ
か
、
食
品
貸
付
、
省
力
化
貸

付
な
ビ
の
特
記
の
融
資
制
孝
こ
、
あ
ハ
，
ま

す
の
で
ご
利
用
く
ゼ
き
い
．
．

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
民

金
融
公
庫
延
岡
支
店
（
蟄
っ
九
八
ニ
ー

一
二
一
ニ
ー
六
一
二
一
一
）
ホ
蛮
～
は
、
　
日
向
商

工
会
議
所
（
蟄
②
五
；
二
）
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
．
、

行
政
書
類
は

有
資
格
者
へ

　
官
公
署
に
提
出
す
る
い
ろ
い
ろ
な
行

政
関
係
書
類
（
建
設
業
許
可
申
請
、
畏

地
法
関
係
、
自
動
車
登
録
関
係
、
戸
籍

関
係
、
陳
情
書
な
ど
）
は
資
格
の
あ
る

行
政
書
士
を
利
用
し
て
く
ゼ
き
い
。
　
」

　
役
所
へ
出
す
書
類
を
、
本
人
の
依
頼

を
受
け
、
報
酬
を
も
ら
っ
て
作
成
で
き

る
の
は
資
格
の
あ
る
行
政
書
士
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
無
資
格
者
が
報
酬
を
も

ら
う
と
法
違
反
。
最
近
、
と
く
に
県
内

で
〃
ニ
セ
行
政
書
士
〃
が
出
没
し
’
、
い

る
一
と
い
う
話
を
耳
に
し
ま
す
が
、

利
用
者
の
み
な
さ
ん
は
じ
ゆ
う
ぶ
ん
注

立
思
，
し
’
㌔
く
F
一
山
こ
い
。

海
員
学
校
の

　
　
　
　
生
徒
募
集

　
国
立
門
司
海
員
学
校
は
、
昭
和
五
十

四
年
度
の
生
徒
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▽
募
集
人
世
尊
高
等
科
（
修
業
目
上
二

年
）
が
約
七
十
人
、
司
ち
ゅ
う
科
（
修

業
期
間
一
年
）
が
約
六
十
入

●
〆

［
受
験
資
格
，
昭
和
三
十
口
缶
－
唱
，
コ
、
一

日
現
＋
に
で
、
十
三
．
、
ハ
以
上
∴
⊥
冒
険
∵
中
出
軽
い

の
人
。
学
歴
は
中
学
校
卒
業
以
上
の
学

歴
を
必
要
と
し
、
五
十
四
年
ゴ
．
一
目
申
学

校
卒
業
予
定
者
も
含
み
ま
す
。

∬
願
書
の
受
付
期
聞
　
昭
和
五
十
四
年

一
月
八
日
か
ら
二
月
十
日
ま
で

▽
入
試
期
日
・
．
・
昭
和
五
十
四
年
二
月
十

八
日
（
日
）
午
前
八
時
三
十
分
頃
ら

フ
試
験
場
旨
宮
崎
市
水
産
会
館
、
日
南

市
港
湾
合
同
庁
舎

▽
試
験
科
目

・
午
前
－
筆
記
試
験
（
国
・
英
．
数
）

・
午
後
－
身
体
検
査
お
よ
び
面
接

7
願
書
の
提
出
先
．
北
九
州
市
門
司
区

白
野
江
、
門
司
海
員
学
校
教
務
課
（
〒

八
つ
一
、
葦
っ
九
三
一
三
四
一
－
八
一

三
一
）

…
鼠
落
…
…
…
畷

　
　
　
　
日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
つ
ぎ
の
か
た
が
た
か
ら
社
会
福
祉
事

業
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

▽
川
口
常
吉
（
本
谷
）
［
ソ
渋
谷
米
一
（
往

還
）
▽
土
工
冨
志
夫
（
沖
町
）
▽
田
中

ケ
サ
（
原
町
）
▽
山
田
信
雄
（
江
良
）

▽
日
高
チ
エ
ノ
（
堀
一
方
）
▽
河
野
隆

士
（
堀
一
方
）
▽
松
浜
久
子
（
堀
一
方
）

▽
部
落
解
放
同
盟
宮
崎
県
連
合
会
フ
広

瀬
道
雄
（
鶴
町
）
▽
旦
局
裕
二
郎
（
東

草
場
）
▽
山
本
ス
ミ
エ
（
奥
野
）
▽
三

尾
勝
一
（
西
草
場
）
［
〉
山
崎
カ
オ
ル
（
笹

野
西
）
▽
近
藤
政
二
郎
（
美
々
津
上
町
）

【、

ﾎ
黒
・
．
・
、
・
へ
竣
ら
、
津
石
．
さ
．
V
［
松
日

套
美
子
へ
雪
草
埼
）

　
　
　
　
　
　
以
上
十
月
分
で
し
た
．
．

レ

一
■

■一

口

口

嘱

　
　
　
ロ
十
二
月
中
，
，
・

　
1
2
月
3
日

・
篠
原
医
院
（
蟄
門
川
③
一
〇
五
九
）

。
山
中
医
院
（
磐
②
二
二
六
六
）

・
此
元
医
院
（
勢
②
五
四
八
八
）

　
1
2
月
1
0
日

・
松
岡
医
院
（
塞
②
五
四
〇
七
）

・
沼
田
医
院
（
蟄
②
三
七
八
五
）

・
三
ヶ
尻
医
院
（
勢
②
五
五
五
七
）

　
1
2
月
1
7
日

・
浦
上
医
院
（
無
②
二
九
三
穴
）

・
山
口
医
院
（
塞
②
二
二
〇
三
）

・
鮫
島
病
院
（
筆
④
四
〇
四
三
）

　
1
2
月
2
4
日

・
寺
尾
医
院
（
箋
門
川
③
一
四
四
七
）

・
佐
藤
医
院
（
釜
②
三
三
二
四
）

・
児
玉
医
院
（
舞
②
二
五
一
一
三
）
）

　
1
2
月
2
9
日

・
和
田
病
院
（
霧
②
二
〇
四
五
）

・
滝
井
医
院
、
（
霧
②
二
四
〇
九
）

・
大
平
医
院
（
曇
②
三
三
三
七
）

　
1
2
月
3
0
日

・
三
股
病
院
（
塞
⑧
○
〇
三
四
）

・
今
給
黎
医
院
（
塞
④
二
四
五
九
）

・
東
　
医
院
（
摯
門
川
③
二
八
○
つ
）

　
1
2
月
3
1
日

・
樋
口
病
院
（
舞
門
川
③
一
〇
三
六
）

・
稲
原
医
院
（
竃
②
二
二
∩
）
九
）

・
吉
田
医
院
（
量
④
四
四
〇
一
）

●

，
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